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▼
東
海 

 カ
ラ
オ
ケ
部
会 

愈
々
ス
タ
ー
ト 

阪
田 

晃
（Ｔ
Ｈ
Ｋ
） 

き
っ
か
け
は
日
本
民
放
ク
ラ
ブ
中

村
こ
ず
え
理
事
の
、
我
が
東
海
民
放

ク
ラ
ブ
加
藤
理
事
への
一
言
で
し
た
。 

「
関
東
民
放
ク
ラ
ブ
で
の
カ
ラ
オ
ケ

部
は
た
い
へ
ん
盛
況
で
、
毎
回
、
課
題

歌
手
を
決
め
て
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
東
海
も
ど
う
で
す
か
」 

こ
れ
に
我
が
ク
ラ
ブ
の
山
中
会
長

も
前
向
き
に
反
応
し
、
す
ぐ
さ
ま
６

月
27
日
か
ら
、
毎
月
最
終
の
火
曜
日

の
午
後
、
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 Ｔ

Ｈ
Ｋ
の
近
藤
さ
ん
の
尽
力
で
、
場

所
は
昔
馴
染
の「
ラ
ウ
ン
ジ
渡
邊
」
、
特

別
の
料
金
で
、
最
高
の
音
響
装
置
、
お

つ
ま
み
付
き
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
は
、

我
々
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
環
境
で

す
。 第

１
回
は
女
性
１
人
を
含
む
７
人

が
参
加
、『
石
狩
挽
歌
』『
夢
一
夜
』

『
五
番
街
の
マ
リ
ー
へ』『
怪
傑
ハ
リ
マ
オ
』

な
ど
昭
和
の
名
曲
が
50
曲
以
上
披
露

さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
４
時
間
が
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
最
近
連
れ
合
い

を
亡
く
し
た
方
が
２
人
、
手
術
明
け
が

２
人
、
腰
痛
持
ち
多
数
と
、
そ
れ
ぞ
れ

事
情
を
抱
え
た
出
発
と
な
り
ま
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
う
ち
に
新
人
も
２

人
増
え
、
９
月
30
日
で
第
４
回
を
迎

え
ま
し
た
。 

今
回
気
づ
い
た
の
は
、
皆
さ
ん
１
回

目
と
比
べ
、
杖
も
つ
か
ず
血
色
が
良
く

な
り
、
歌
声
に
張
り
が
あ
り
、
声
量
も

豊
か
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。
ま
さ
に

カ
ラ
オ
ケ
は
大
き
な
声
を
出
し
て
歌

う
こ
と
で
、
心
肺
機
能
を
高
め
ス
ト
レ

ス
解
消
、
ボ
ケ
防
止
、
認
知
症
予
防
に

役
立
つ
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。 メ

ン
バ
ー
は
65
歳
か
ら
92
歳
ま
で

９
人
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50
年
代
に

か
け
て
の
カ
ラ
オ
ケ
全
盛
時
代
を
過

ご
し
、
コ
ロ
ナ
の
３
年
間
も
細
々
と
歌
い

続
け
た
世
代
の
歌
は
多
種
多
様
。 

演
歌
、
フ
ォ
ー
ク
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
と
と
も

に『
公
園
の
手
品
師
』『
あ
な
た
に
会
え

て
よ
か
っ
た
』『
中
山
峠
』『
わ
か
れ
酒
』

『
東
京
』『
み
だ
れ
髪
』な
ど
約
50
曲
を

今
回
も
歌
い
切
り
ま
し
た
。 

年
末
、
12
月
30
日
（
火
）
に
は
忘

年
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。「
第
１
回
東
海
版
紅
白
歌
合

戦
！
」が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。 

 

      

 
 


